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74-C 英 和辞典からの 知識抽出
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1 は じめに

分析対象の テキストに 応じて カテゴリ辞書やシソー

ラスを作成して おけば 、分析結果を分かりやすく提示

で きたり、検索の ヒントを与えること がで きる。従来、

この ような 辞書やシソーラスは 多大な 人手と 費用をか

けて 作成されて いる。本発表で は 、単語の 出現頻度を

用いて 分析対象の テキストに 現れる単語に ついて 、単

語間の 概念的な 上位／下位の 関係を自動的に 抽出する

方法を提案する。英 和辞典の 文書を具体的な 対象と し

て 様々な 事柄に ついて 知識の 抽出を試みる。

2 データと して の 英 和辞典

筆者らは 文書群に 現れる単語に ついて 、それらの 文

書頻度を用いて 単語の 上位下位関係を抽出し、グラフ

表示するシステムを開発して いる。本発表で は 、英 和

辞典「 英 辞郎」 に 載って いる英 単語に ついて の 説明の

文章に 現れる単語（ 日本語、英 語の 両方） に ついて 関

連を分析した。英 辞郎に は 1,648,628語の 英 単語が掲

載されて いる。市販の 検索システムだと 、「 wine」 を検

索すると 図 2 の ような 文章が表示される。各単語の 説

明文章の サイズは 平均 68.3バイト (34文字) で 、その

サイズの 分布は 図 2 の ように な って いる。つまり、非

常に 短い文章で 各単語が説明されて いる。本発表で は 、

これらの 短い文章群に 現れる単語の 関連をもと めるこ

と に より、知識抽出を試みる。長い文章からその 要約

を求めたり、論理的構造を求める研究は あるが、共通

の 単語を含むと いう関連しかな い短い文章群から、意

味の ある事柄を発見する研究は 、筆者らの 知る範囲で

は 他に な い。

3 文書頻度を用いた関連語抽出

本発表で 使ったシステムは 英 和辞典をデータ文書群

と して [2] の アルゴリズムを実装したもの で ある。利

用者がクエリーを与えると 、まずシステムは 通常の 検

索を行な い、その クエリーに 関連の ある文書の リスト

を求める。この 部分は 国立情報学研究所で 開発された

GETAを利用した。次の ステップで は 、クエリーに 関
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図 1: 市販検索システムで の 「 wine」 検索結果
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図 2: 各単語の 説明文章サイズ分布

連の 強い単語と して 、検索結果の 文書群に 現れて いて

他の 文書群に 現れな い単語を文書頻度を用いて 抽出す

る。次に 、得られた関連語の 上位下位関連を、検索結

果の 文書群に おける文書頻度を使って 求める。例えば

「 wine OR ワイン」 で すると 、1496個の 文章が求ま

る。関連単語の 個数を出現頻度順に 並べると 表 1 の よ

うに な る。出現頻度で 上位 100個まで 選ぶと 、出現回

数が 7回以上の 104個の 単語が得られる (図 3)。

4 文書頻度を用いた上位下位関抽出

得られた関連語に ついて 、「 多数決原理」 に 基づ き

上位下位関係を求める [2]。すな わち、求まった文書

群に おいて 、単語 A の 方が単語 B より出現数（ 文書



ワイン (1304),wine(583), 白ワイン (233), 醸

造 (150),シャトー (135),chateau(128),名産地

(68), 名産 (68), 赤ワイン (64), 原産地 (60),

品質管理法 (57), ブドウ酒 (54), ワイン醸造

元 (54),origen(54), 原産地呼称 (53),domina-

cion(52),dominacion de origen(52), chardon-

nay(48), ボルドー (48),blanc(47), シャルドネ

(47), ブラン (46), ブルゴーニュ(40), （ 中略）

sancerre(7),spatlese(7),サンセール (7),ベーレ

ンアウスレーゼ (7),ポイヤック (7),ワイン醸造

品質管理協定 (7),エブロ河流域 (7),classico(7),

ソアーヴェ(7),ボルドーワイン (7)

図 3: 文書頻度上位 100まで の 関連語

頻度 ～100 ～90 ～80 ～70 ～60 ～50 ～40

個数 6 6 6 6 10 17 23

頻度 ～30 ～20 ～10 9 8 7 6

個数 25 30 71 79 89 104 129

頻度 5 4 3 2 1

個数 175 217 317 753 2525

表 1: 頻度ごと の 関連語数

頻度） が大きくて 、さらに 、単語Bが出現する文書の

過半数に 単語 Aも出現して いると き、A の 方が上位

と する。グラフと して 表示すると きに は 、単語 B の

上位に ある単語の 中で 、最小な もの だけに 線を引く。

図 4 は 図 3 の 関連語で 文書頻度が上位の 20個に つい

て 上位下位の 関連の 表示したもの で ある。左側の 単語

の 方が文書頻度が高く上位に な って いる。文書頻度を

下げると より多くの 単語に ついて も関連が得られる。

図 5 は こうして 得られた大きな グラフに おいて 「 白ワ

イン」 の 下位の 一部を表示したもの で ある。白ワイン

の 種類やそれぞれの 産地名な ど が現れて いること が分

かる。

図 4: ワイン関連語概念図

図 5: 白ワインより下位部分 (詳細)

5 まと めと 今後の 課題

160万個以上の 短い文章群からな る英 和辞典を使っ

て 、知識を構築するシステムを提案した。Web文書や

専門的な 書籍の 索引情報からキーワードや知識を抽出

する研究 [1, 5] は あるが、本発表の ような 非常に 短い

文章群から単語の 関連抽出を試みるもの は な い。文書

頻度を利用して 単語間の 階層構造を求める [4, 6] と の

比較は 今後の 課題で ある。
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